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連合福島は、福島県立医科大学災害こころの医学講座との共同で、「新型コロナウイルス感染症に伴う、経済 

対策や生活様式の変化を通じてメンタルヘルスに及ぼした影響」について、組合員を対象に２０２０年１０月 

～１１月の期間、オンラインによるアンケート調査を実施した。 

 ２０２０年１２月の中間報告以降、福島県立医科大学において最終の調査研究結果がまとまり、論文として 

公表された。連合福島は、２０２１年９月２日の第１２回執行委員会終了後、連合本部逢見会長代行など役職 

員も加わり、リモート参加による報告会を開催した。 

 冒頭、今野 泰連合福島会長は、「前田教授、小林先生始め、協力いただいた皆様に御礼を申し上げる。 

コロナ感染よる社会や生活のシステムの変化は、感染不安と行動制限や自粛による 

不満と孤立を生じさせた。原発災害では、無知による放射能不安が、差別や誹謗・中 

傷となり県民は苦しんでいる。当時、被災者を支える行政職員のメンタル疾患が問題 

となった。 

コロナ感染も同様のケースが問題化し、経済支援と合わせ医学的根拠を示した支援 

も必要ではないか。 

前田教授・小林先生の協力のもと、こころの電話相談なども継続し、この結果を基 

礎に要求づくりと実現にむけ取り組む。」と挨拶した。 

 

 

 

報告会では、福島県立医科大学災害こころの医学講座 前田正治主任教授 

と同講座 小林智之助教授は、「新型コロナウイルス感染症が及ぼす、メン 

タルへの影響は世界で確認されている。    

政府も２０２０年１０月に、コロナ禍における自殺動向の緊急提言を発 

表し、感染症がもたらすメンタルの悪化を問題視している。 

このようなもとで、連合福島と県内の勤労者のメンタル実態を共同で調査した結果、コロナ禍前よりも悪化 

し、特に女性の精神健康度（何らかのうつ症状・心の不安の問題）の悪い状況が明らかになった。 

  内容は、男性は経済的不安や職場環境、女性は外出・社会的交流の減少、予防疲れや情報過多がストレスに 

なりやすいなど、性差の違いがみられた。要因は「男性が仕事をして、女性が家事をする」といった、伝統的 

な性役割が考えられ、職場のみならず、家庭内においても、女性視点 

での男女平等推進の必要性が必要である」と説明頂いた。【資料別掲】 

報告会終了後、飛田副会長（UA ｾﾞﾝｾﾝ）、村上執行委員（私鉄総連） 

 より、サービス産業や公共交通機関を支える働く者が、コロナ禍で様 

々なストレスを受けている実情について報告があったことから、指導 

・改善に向け継続して関係機関に働きかけていく。 

 

   「新型コロナウイルス感染症による勤労者の 

メンタルヘルスに関する実態調査」報告会を開催 

  ～コロナ禍による働く仲間のストレス増加が明らかに～ 

主催者挨拶をする 

今野 泰 連合福島会長 

ご説明いただいた 

福島県立医科大学災害こころの医学講座 

前田 正治 主任教授（右） 

小林 智之 助教授 （左） 

 女性のメンタルヘルスの悪化がより顕著に！ 

性別統合ケアと女性視点での課題解決を強調 

 

職場の現状を報告 

飛田 副会長（左）  村上 執行委員（右） 



報告資料抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本資料の詳細についてのお問い合わせは「連合福島」まで 

公表された論文はこちら☞https://www.mdpi.com/1660-4601/18/16/8656（英文となります） 

https://www.mdpi.com/1660-4601/18/16/8656

